
日本語環境を整えるための努力目標 10 項目 （この中から選択願います） 

                               

                              幼児氏名              

１  毎日、日本語の本を読む。 

２  毎日、一冊は日本語の本を保護者が読み聞かせる。 

３  日本のアニメなどのテレビ番組をレンタルビデオで見せる。 

４  日本語のテレビや映画を見せる。 

５  日本にいる祖父母、叔父叔母、いとこ達と、週に 1 回～2 回はスカイプで会話をさせる。 

６  母親とは日本語で会話をする。 

７  日本人のお友だちと積極的に遊ばせる。 

８  車の中で日本の音楽を聴かせる。 

９  日本語の童謡を聴かせる。 

10 年に 1 回は、1 ヵ月ほど日本に滞在させる。（夏休み） 

11 一時帰国の際に日本の学校に体験入学をさせる。 

12 本人が英語で話しかけてきたら、日本語で説明するように努力する。 

13 誤った日本語を使っていたら、その場で言い直しをさせる。 

14 車の中で日本語の「しりとり」をする。 

15 入学までに、平仮名で自分の名前が書けるようにする。 

16 日本語で１～50 までの数字を数えられるようにする。 

17 アメリカにない日本の生活習慣や文化、物の名前などを積極的に教える。 

18 平仮名とカタカナがほとんど読めるので、そのレベルの本を補習校図書館から借りて音読させる。 

19 日本語の歌を歌う。（兄弟姉妹や母と一緒に）  

20 日本語の子守歌を歌って聞かせる。 

21 カルタなど日本語に親しめる遊びをさせる。 

22 ノートに 1 ページ日本語の練習をさせる。 

23 平仮名カルタ、漢字カルタ、公文などのワークブックを続けさせる。 

24 ピアノ、音楽（習い事）を日本語の先生に習っているので、先生にも協力をお願いする。 

25 アフタースクール日本語教室を続ける。 

26 日本人のベビーシッターをお願いする。 

27 日本人の主催する文化行事に参加する。 

28 兄弟姉妹に日本語の絵本を読んでもらう機会を増やす。 

29 平仮名の積み木で遊ばせる。 

30 その他（                                 ） 


